
日頃の練習等、新型コロナ感染拡大防止に向けてご尽力賜りまして誠に有難うございます
小学生団体選手権・低学年大会を開催するあたり厳守して欲しいことを明記致します
先ず、第一に選手ファーストをお考え下さい
本来なら、保護者送迎のみで開催を検討してましたが子供の管理上、厳しくなりますので選手1名に対して保護者1名の
入場を認める事としました　但し、３密対策を踏まえ大会を分散(入場制限)して行いますのでご協力お願い致します
ダブルスの場合、サービスジャッジの判定が困難であると考え主審を配置して行う事としました

《以下の項目を厳守》
１．体温測定表(連絡先)の提出
①体温測定表を申込先メールに責任者、指導者、選手、保護者の名前、連絡先を入力して大会３日前までに送る

②当日、同様の用紙を提出、変更があった場合は速やかに連絡する

③当日検温、揃ったチームから表の順に検温を行う　地区担当が検温を行い、責任者が体温と入り時間を記入する ※当日の参加人数を基準とします

※明記していない方の入場は認めません、違反にならないようにして下さい（37.5℃以上は入場不可）

◇大会終了後、２週間の間に感染者が発覚した場合、感染経路を追跡調査する必要があり、その趣旨の掲載とその為の

　個人情報使用の同意を得る文の掲載　その際、個人情報の保護は非常に重要になる為、管理者の２名とし、

　確認後は削除を確約する。（大会終了後、１か月程度は厳重に保管する）

◇下駄箱の利用を禁止する（各自ビニール袋で自己管理等を行う） 

３．観覧席では待機のみ
◇３密にならないように席を空けて座る(団体席指定)隣同士で座らない

◇声をだしての応援は行わない、座って拍手のみとする

４．ゲームに入る選手以外はマスク着用(フェイスシールド)
※コートサイドにラケットバックを持ち込み可します

５．各コート全日程終了時消毒を行う

６．２時間１回(１５分)を目安としての換気をして下さい
◇こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること

◇試合中でも時間になりましたら換気タイムとします

ジュニア連盟の後期大会を開催するにあたり 2020.09.30

座席図

２．指導者各コート２名、帯同審判員３名（選手1名に保護者1名）審判方法

②全て相互審判とします

※各コートの構成はリーグ内選手と審判員３名とします

③指導者は各コート最大２名までとします

※マスクの着用、指導者が見本となるように心がける

指導者制限

①試合のコールで選手はコートへ、帯同審判員は本部へ

１０名以下

　ルールに記載されて無い事でも、入場される方一人一人の判断で更なる感染防止に努めて頂くようお願い致します。

　大事なのは主催者も参加者も安全にバドミントンが楽しめることです。

　そこを常に頭に入れて今の時代に合った大会方法をみんなで考えて行きましょう。

◇コートに席や得点板やカゴは準備しない

　ジュニア連盟大会は感染拡大防止対策として細かくルールを決めてあります、まだ完全ではありません。

帯同審判員

３名可
※審判のみと

なります

２名可

２０名以下 ３名可

２１名以上 ４名可


